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計し、これを被説明変数として、1988 年から 2006 年にかけてのサンプル中の八県の補助金
                                                  
3  朝日新聞 2009 年 8 月 17 日「不況…教え子救いたい」 
4  例えば、教育再生国民会議の第３次報告書（2007 年 12 月 25 日）は、 「適正な競争原理の導
入により、学校の質を高める」のため、 「バウチャー的な考え方を取り入れた『学校選択制と
児童生徒数を勘案した予算配分による学校改善システム』をモデル事業として実施する」 、と



































                                                  
5  ただし、より厳密な定量的な評価のためには、個人単位での中退と賃金のミクロデータが必
要であり、 本論文で行われた費用便益分析 （内部収益率） については参考程度と理解されたい。 
6  教育バウチャー政策の研究の系譜については、赤林(2007a, 2007b)を参照。 
7  米国におけるバウチャー研究の大半はこのカテゴリーに入る。現実には、私立バウチャーの

































                                                  
8  米国については Hoxby (2000), Bettinger (2005),  スウェーデンについては Sandstrom and 









２．２  わが国における高等学校中退 






去る生徒の比率は、公立では 6.8%であるのに対し、私立ではその 1.5 倍の 10.1%である。ま























学校情報』 『高等学校名鑑』 （県別・年度別発行） 記載の高等学校在籍生徒数をもとに算出した。
同資料では、青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県、新潟県、富山県について、
各県内の全高等学校における、各年度の学科別、学年別の在籍生徒数が記載されている。この
資料において、 明らかな生徒数データの欠損や誤植が判明した箇所については、 ㈱リクルート  6
発行の『高等学校総覧』各年度版をもとに、数値を修正、補完した。最終的に、８都道府県に
























る。しかし、 「生徒指導上の諸問題」 （文部科学省）によれば、2008 年における全国の原級留












13  算出された退学率が負の値を取ったものがサンプル中 2.3%あったが、これらに関しては値
をゼロに置き換えている。ちなみに、 「１・２学年平均退学率」を被説明変数とする推計結果
































                                                                                                                                                      
性ともに、ほとんど同一であった。従って、本研究においては原級留め置きを無視することに
よるバイアスは極めて小さいものと考えられる。 
14  ただし、公立・私立ともに、中退率は 2000 年頃にピークを打つが、失業率のピークはその
数年後である。この背後の理由を厳密に考察することはこの論文の範囲を超えるが、平成 12
年度と 17 年度の、 「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」を見ると、12
年から 17 年にかけて、中途退学の理由に占める「経済的理由」は 3.2％から 3.6％へ増加する
一方、 「就職希望による進路変更」は 19.6%から 15.5%へと大きく減少した。これは、この時
期、 保護者の失業による経済的困難が増加する一方で、 高校中退者に対する就職口も大きく減



































                                                  
15  『都道府県私学助成状況』 （平成 17 年度版）によれば、福島県は支給額のバリエーション
がなく、 「世帯収入基準以下」という条件のもと、一定の補助金が支給される。 
16  全国基準値による平成元年度から平成１６年度までの偏差値データである。 
17  偏差値サンプルの偏りを考慮するため、青森県を除くサンプルによる分析も行ったが、主
要な結果に差異はなかった。   9





Tktを、k 県における t 年度の私立学校授業料補助の金額、Dkiを、k 県の学校学科 i が私立で
あることを表すダミー変数とする。そして、k 県における t 年の授業料補助 Tktが、i 学科 j 学
年の生徒が t 年度から翌年度の一年間に退学する比率 Ykijt に与える効果のモデルを、次のよ
うに表現する。 
 
kijt ki kt j kijt ki ki kt kijt A D D T Y ε ν μ γ φ β δ α + + + + + + + =  
 
Ａkijtはｔ年度における学校学科 i の j 学年生徒の能力、γjは学年固有の効果、μktは県固












Kkt を用いた分析も行う。幼稚園補助金私立公立比 Kkt は、私立高校補助金Ｔkt とは相関を持
つが、誤差項εとは母集団において無相関であると仮定する。 
誤差項εの分布に関して、次の点に留意すべきである。誤差項εkijtは必ずしも iid である








科間の相関を無視して、 グループ内で変動のない政策の効果を回帰分析で推計すると、 推計誤  10
差は過小に見積もられることが知られている(Moulton 1986)。 このバイアスを回避するための
もっとも簡便で安全な方法は、 相関があると思われるグループ内で誤差項間のクラスタリング



































                                                  
18筆者らが変量効果トービットモデルを用いて行った推計値でも、本論文で述べる結論に大き














結果が導かれた。 まず、 学校学科効果をコントロールしない分析、 コラム(5)・(6)においては、





















                                                  
19第一段階においては、我々の操作変数は、高等学校への補助金額と 5%の有意水準で正の相
関があることがわかり、 操作変数としての必要条件が確認できた。 表４での結果も同様である。

















































































































                                                  
20女性の内部収益率が高いのは、男性よりも、中卒と高卒の間の賃金格差が大きいからであ
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図１  わが国における高等学校中退率の推移 
 
 
1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994
106041 111531 109160 114834 113938 113357 116617 123069 123529 112933 101194 94065 96401
公立 65314 67932 67009 72086 73176 73127 75791 81332 82846 76684 68822 63428 64229
私立 40727 43599 42151 42748 40762 40230 40826 41737 40683 36249 32372 30637 32172
2 . 32 . 42 . 22 . 22 . 22 . 12 . 12 . 22 . 22 . 11 . 91 . 92 . 0
公 立 2 . 02 . 01 . 91 . 91 . 91 . 91 . 92 . 02 . 12 . 01 . 91 . 81 . 9
私 立 3 . 23 . 33 . 12 . 92 . 82 . 72 . 62 . 62 . 52 . 32 . 12 . 12 . 2
1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
98179 112150 111491 111372 106578 109146 104894 89409 81799 77897 76693 77027 72854 66226
国立 53 44 45 52
公立 64431 73736 73654 73474 70554 73253 70528 60633 55668 53261 53117 53251 50529 45742
私立 33748 38414 37837 37898 36024 35893 34366 28776 26131 24636 23523 23732 22280 20432
2 . 12 . 52 . 62 . 62 . 52 . 62 . 62 . 32 . 22 . 12 . 12 . 22 . 12 . 0
国立 0.6 0.5 0.5 0.5
公 立 2 . 02 . 32 . 42 . 52 . 42 . 52 . 52 . 22 . 12 . 02 . 12 . 22 . 11 . 9
















出所：共立通信「高等学校情報」 「高等学校名鑑」 、労働力調査（厚生労働省）から筆者作成。    19 


























西暦 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 新潟 富山 西暦 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 新潟 富山
58 69 79 84 59 54 91 81 45
1988 128(0) 1998 160(0) 193(166) 171(170) 129(125) 126(123) 219(204) 157(144) 112(107)
0.03368 0.03015 0.03145 0.03116 0.02923 0.01948 0.06740 0.01928
69 75 70 81 84 58 54 2 107 45
1989 153(0) 173(0) 1999 163(86) 189(162) 169(169) 121(120) 129(123) 2(2) 212(195) 112(108)
0.02954 0.02988           0.03184 0.03885 0.03616 0.03054 0.03149 0.00000 0.05954 0.02736
69 78 57 58 89 70 81 84 58 54 90 107 45
1990 163(14) 183(178) 116(97) 129(69) 205(165) 2000 164(86) 189(182) 171(167) 117(115) 129(125) 196(183) 204(187) 114(109)
0.02772 0.03198 0.02919 0.02395           0.03483 0.03903 0.03584 0.03439 0.02693 0.03524 0.05958 0.02752
69 78 58 55 70 81 85 58 54 91 107 45
1991 163(16) 183(175) 123(104) 124(69) 2001 163(87) 193(190) 168(163) 124(121) 133(130) 202(189) 206(178) 113(106)
0.02486           0.03345 0.03644 0.03291 0.03065 0.02326 0.03652 0.05247 0.02424
69 80 89 70 81 85 58 53 91 105 43
1992 159(16) 157(142) 206(168) 2002 165(87) 193(191) 161(157) 124(118) 138(136) 203(186) 203(167) 105(99)
0.03261           0.02592 0.03312 0.03059 0.03088 0.02083 0.03217 0.05266 0.02420
82 59 55 90 70 81 83 57 52 91 102 43
1993 201(196) 130(110) 125(69) 202(167) 2003 169(88) 194(192) 163(161) 118(113) 127(126) 206(186) 193(162) 104(97)
0.02705 0.02173 0.02829           0.02106 0.02850 0.02939 0.02936 0.02068 0.03254 0.04193 0.02055
68 82 82 55 90 37 70 81 83 58 52 91 100 43
1994 157(15) 198(197) 170(166) 127(123) 201(183) 93(84) 2004 164(87) 192(183) 164(163) 118(115) 121(114) 205(183) 182(162) 96(95)
0.02460 0.02522 0.02170 0.02826 0.04817           0.02148 0.02775 0.03112 0.02583 0.01966 0.03544 0.04562 0.02268
69 81 59 55 90 106 70 80 83 58 52 91 97 43
1995 161(15) 199(198) 137(116) 128(123) 212(187) 240(218) 2005 158(0) 178(0) 156(0) 112(0) 127(0) 193(0) 160(0) 102(0)
0.02361 0.02593 0.02164 0.02445 0.02789 0.04495           0.02734 0.03168 0.03177 0.02616 0.04084          
69 81 84 59 55 91 100 69 77 80 57 96
1996 162(0) 201(200) 172(166) 133(112) 131(126) 217(195) 224(206) 2006 162(0) 156(0) 151(0) 105(0) 154(0)
0.02838 0.03087 0.04334 0.03200 0.02644 0.03317 0.05355                    
69 81 83 59 55 91 98 44
1997 162(0) 201(174) 168(163) 131(111) 134(129) 223(202) 209(189) 117(112)

























出所：共立通信「高等学校情報」 「高等学校名鑑」 、関塾「全国高校・中学偏差値総覧」から筆者作成。 
私立 私立
西暦 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 新潟 富山 西暦 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 新潟 富山
5       17 13 19 5 14 16 14 9
1988 10(0)       1998 45(0) 34(33) 36(31) 9(9) 36(27) 42(37) 22(21) 10(10)
0.07344 0.06977 0.04991 0.06439 0.06985 0.05113 0.07317
17 12       17 13 19 5 14 15 9
1989 46(0) 34(0)       1999 39(33) 34(33) 37(33) 9(9) 36(28) 22(22) 10(10)
0.05706 0.07425           0.06554 0.07128 0.05371 0.06942 0.08324 0.04574 0.08177
17 12 5 14 13 17 13 19 5 14 17 15 9
1990 45(1) 33(33) 10(10) 32(11) 38(30) 2000 39(33) 29(27) 37(33) 9(9) 36(30) 42(34) 22(22) 10(10)
0.05530 0.06222 0.02933 0.06716           0.06894 0.07091 0.05716 0.07820 0.07945 0.05133 0.04033 0.08953
17 13 5 14 17 13 19 5 14 18 15 9
1991 47(1) 36(36) 10(10) 33(11) 2001 39(33) 29(29) 37(33) 10(10) 36(34) 41(32) 22(21) 10(10)
0.05763           0.06189 0.06802 0.04443 0.06236 0.0602 0.05369 0.04244 0.08235
16 18 13 17 13 18 5 14 17 15 9
1992 43(1) 29(27) 38(30) 2002 40(36) 30(30) 36(32) 10(10) 36(35) 34(30) 22(21) 10(10)
0.04061           0.06815 0.05137 0.05745 0.05331 0.05202 0.05820 0.04105 0.08493
13 5 14 15 17 13 19 5 14 18 15 9
1993 36(36) 10(10) 36(12) 40(32) 2003 41(37) 28(28) 41(34) 9(9) 37(35) 39(35) 20(20) 10(10)
0.05791 0.05398 0.03157           0.06213 0.06350 0.06563 0.04342 0.04683 0.04476 0.03694 0.06707
17 13 19 14 15 3 17 13 19 5 14 18 15 9
1994 45(1) 36(36) 35(33) 37(9) 41(34) 6(6) 2004 39(35) 28(28) 40(37) 9(9) 36(35) 38(34) 20(20) 10(10)
0.04945 0.03677 0.05571 0.05139 0.02812          0.06308 0.04903 0.05645 0.02900 0.04765 0.05326 0.03799 0.04955
17 13 5 14 16 14 17 13 19 5 14 18 15 9
1995 45(1) 34(34) 10(10) 37(9) 43(36) 21(21) 2005 40(0) 28(0) 39(0) 9(0) 34(0) 37(0) 22(0) 10(0)
0.06178 0.05858 0.04106 0.06505 0.04546 0.01829           0.05852 0.06127 0.04884 0.07292 0.06333          
17 13 19 5 14 16 13 17 13 19 5 15
1996 44(0) 34(34) 37(32) 10(10) 36(9) 43(37) 20(20) 2006 40(0) 28(0) 39(0) 9(0) 22(0)
0.06768 0.06211 0.04576 0.05790 0.05846 0.05479 0.02468          
17 13 19 5 14 16 13 9
1997 45(0) 34(34) 37(32) 10(10) 36(9) 42(36) 18(18) 10(9)
0.07029 0.06291 0.04746 0.05695 0.06815 0.05140 0.03080 0.07473  21







































西暦 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 新潟 富山
67153. 34          
1935. 26          
35409. 80 73572. 09 82581. 65          
2708. 06 3718. 26 2429. 78          
38974. 45 79056. 42 186707. 30 87365. 71 79648. 74 158502. 80 74631. 04 85752. 28
2634. 16 3802. 66 4715. 41 2755. 27 2878. 31 2414. 44 6396. 00 2873. 80
43189. 80 78860. 45 195551. 30 86662. 65 82106. 09 165451. 90 75675. 42 87713. 92
2548. 89 3564. 81 4660. 04 2516. 80 3119. 33 2729. 36 5737. 49 2864. 81
50272. 19 87371. 39 206529. 20 87936. 66 91418. 99 182652. 30 75635. 94 89910. 14
2682. 44 3508. 35 4525. 52 2672. 40 3314. 34 2887. 43 4525. 77 2837. 39
52463. 43 88012. 63 215291. 40 96050. 81 93074. 81 190714. 30 91399. 89 95195. 51
2523. 19 3323. 00 5068. 35 2995. 52 3343. 32 3171. 60 9650. 92 3054. 77
52459. 13 96606. 88 232198. 30 97761. 91 91466. 02 203779. 60 94797. 95 97694. 62
2404. 93 3850. 65 5313. 57 2723. 26 3784. 04 3508. 24 10066. 16 3278. 78
52169. 16 102023. 20 238924. 20 96836. 73 102112. 00 212392. 60 93464. 40 100059. 90
2306. 81 3948. 63 5969. 87 2380. 83 4665. 99 3642. 48 9441. 90 3652. 85
60849. 54 102303. 30 232095. 90 143577. 90 98368. 15 222662. 00 107216. 10 118720. 90
2202. 21 3883. 03 7469. 92 3413. 88 4894. 27 3561. 31 11148. 99 4355. 66
103149. 50 102683. 20 232265. 30 142815. 10 98774. 76 231056. 40 107227. 00 137862. 80
4854. 18 4081. 21 8483. 62 3610. 64 5111. 34 3608. 57 10681. 05 4996. 57
98344. 84 106128. 50 246958. 00 135966. 00 100403. 30 231533. 80 115667. 30 143620. 70
5746. 16 4803. 11 11318. 00 3827. 46 6343. 64 3659. 05 12079. 74 5741. 23
104457. 70 105833. 30 233705. 70 133761. 90 96047. 79 230351. 80 113030. 80 150660. 50
6333. 07 5441. 71 11635. 69 3317. 72 6393. 00 4901. 44 15688. 29 6327. 51
105226. 90 108000. 00 217346. 60 123931. 70 96442. 87 236395. 90 113539. 60 149336. 20
6817. 45 5482. 90 11975. 21 3971. 54 6943. 52 5965. 88 17366. 98 6851. 55
106901. 30 109472. 20 220204. 30 124058. 80 97838. 63 234595. 80 114761. 30 149140. 50
7055. 04 6147. 27 13193. 33 5374. 39 7563. 67 7009. 77 18908. 17 7656. 72
103000. 70 109717. 20 220134. 50 123970. 70 96743. 41 246006. 30 118565. 60 146762. 60
7341. 92 6562. 90 15129. 41 6769. 25 8249. 06 8367. 08 21535. 83 8879. 86
104459. 40 104917. 60 221909. 50 125610. 00 98506. 26 245483. 80 122818. 10 153000. 00
9045. 72 7532. 68 18459. 26 7940. 69 9493. 97 10795. 97 24495. 94 9664. 63
106500. 00 112955. 50 219333. 00 150164. 50 98038. 70 250342. 10 124444. 00 176680. 50
9836. 91 9232. 97 20206. 23 11542. 35 9481. 16 13126. 19 28495. 69 13199. 01
111311. 80 112855. 70 225808. 70 152437. 10 97089. 03 248180. 00 128293. 00 174320. 10



















表３  受給者一人当たり補助金平均額を説明変数とした分析結果: 
 
  (1)  (2)  (3)  (4)  (5)  (6)  (7)  (8) 
分析手法  OLS  OLS  FE  FE  2SLS  2SLS  2SLS/FE  2SLS/FE
偏差値  -0.209  -0.212  -0.032  -0.022  -0.206  -0.208  0.001  0.006 
















補助ｘ私立  0.097  0.098  0.045  0.046  -0.003  -0.002  0.234  0.241 
  (0.084)  (0.085)  (0.100)  (0.098)  (0.108)  (0.110)  (0.151)  (0.154) 
補助ｘ専門学科等  -0.010  -0.010  -0.066  -0.070  -0.074  -0.075  -0.097  -0.113 
  (0.034)  (0.034)  (0.062)  (0.063)  (0.036)  (0.037)  (0.115)  (0.114) 
補助ｘ私立  -0.086  -0.086  -0.038  -0.040  0.021  0.023  -0.409  -0.403 
ｘ専門学科等  (0.048)  (0.048)  (0.151)  (0.151)  (0.111)  (0.112)  (0.107)**  (0.107)**
私立  -0.006  -0.007      0.009  0.009     
  (0.017)  (0.017)      (0.017)  (0.017)     
専門学科等  -0.004  -0.004      0.007  0.007     
  (0.005)  (0.005)      (0.006)  (0.006)     
私立ｘ専門学科等  0.025  0.025      0.009  0.009     
  (0.007)** (0.007)**      (0.020)  (0.020)     
年ダミー  yes  yes  Yes  yes  yes  yes  yes  yes 
県ダミー  yes  yes      yes  yes     
年 X 県ダミー    yes   y e s   y e s   y e s  
Ｎ  13464  13464  13401  13401  13464  13464  13401  13401 
Ｒ
2  0.30  0.31  0.67  0.68  0.30  0.30  0.02  0.03 
注：被説明変数は１・２学年平均退学率（パーセント）。授業料補助は、受給者一人当たりの平均額で単位は百万円。偏差値の単位





表４  全生徒一人当たり補助金額期待値を説明変数とした分析結果: 
 
  (1)  (2)  (3)  (4)  (5)  (6)  (7)  (8) 
分析手法  OLS  OLS  FE  FE  2SLS  2SLS  2SLS/FE  2SLS/FE
偏差値  -0.207  -0.209  -0.027  -0.019  -0.205  -0.207  0.011  0.013 
  (0.018)** (0.018)**  (0.011)*  (0.015)  (0.017)** (0.017)**  (0.022)  (0.022) 
人口１０万対  0.030  0.000  0.116    0.010    0.083   
生活保護人員  (0.050)  (0.000)  (0.066)    (0.045)    (0.145)   
授業料補助  0.167  0.000  0.307    0.332    -0.743   
全生徒期待額  (0.147)  (0.000)  (0.085)**     (0.471)    (0.521)   
補助ｘ私立  -0.556  -0.559  0.405  0.409  -0.123  -0.118  1.140  1.132 
  (0.850)  (0.860)  (0.315)  (0.327)  (1.173)  (1.188)  (0.828)  (0.816) 
補助ｘ専門学科等  0.143  0.136  -0.673  -0.695  -1.141  -1.166  -0.525  -0.568 
  (0.138)  (0.141)  (0.125)** (0.123)** (1.311)  (1.341)  (0.601)  (0.605) 
補助ｘ私立  -0.785  -0.809  -0.569  -0.553  0.106  0.186  -2.214  -2.063 
ｘ専門学科等  (0.222)** (0.229)**  (0.879)  (0.925)  (1.405)  (1.406)  (0.691)**  (0.689)**
私立  0.014  0.014      0.010  0.009     
  (0.005)*  (0.005)*      (0.012)  (0.012)     
専門学科等  -0.006  -0.006      0.006  0.006     
  (0.002)*  (0.002)*      (0.009)  (0.010)     
私立ｘ専門学科等  0.018  0.018      0.010  0.010     
  (0.004)** (0.004)**      (0.015)  (0.015)     
年ダミー  yes  yes  yes  yes  yes  yes  yes  yes 
県ダミー  yes  yes      yes  yes     
年 X 県ダミー    yes    yes    yes    yes 
Ｎ  13464  13464  13401  13401  13464  13464  13401  13401 
Ｒ
2  0.30  0.31  0.67  0.68  0.29  0.30  0.02  0.03 
注：被説明変数は１・２学年平均退学率（パーセント）。授業料補助は、全生徒一人当たりの期待額で単位は百万円。偏差値の単位
は 100 分の１。専門学科等は、当該科が普通科でない場合に１をとるダミー変数。 
コラム(5)からコラム(8)は、授業料補助金額の操作変数として幼稚園補助金額の私立公立比を採用し、二段階最小二乗法によって
推計を行った。FE は学科ごとの固定効果を考慮した推計である。すべての分析において、標準誤差は、県グループでクラ
スタリングしたロバストな標準誤差である。 
 
 
 